
f.I:を掲上し ， 議会の協賛を経てしかるのち地方における運輸の

状践が普通の鉄道の規絡を必要とせず，かっその地方に企業者

がないもの，あるいは既成国鉄の栄主主線となり得るもの等の中

から政府が選定し，この予算範凶内で建設することができるこ

とになっていた。かくて明治 44 年度以降軽便鉄道訟を掲上し，

各所に工事を起したが，大正 10 年度に予算を桶綴し，軽便鉄道

践を廃し ， 11 年度以降は普通の鉄道として取扱われるようにな

った。

(2) 現行鉄道敷設法制定以後

ア 鉄道敷設法改疋案の成立

|日鉄道敷設法および北海道欽道敷設法による新線建設は，明

治末年には第一JUJ線のほとんどが終り ， また1経{史鉄道で数卜線

を建設し， 大正初期にはほ とんど残りがわずかになった。ここ

で大正 10 年第 44 議会に国策として鉄道普及の大方針を決定し，

今後敷設すべき予定線を定めた鉄道敷設法改正法律家を提出し

たが，務殺未了となり，ついで翌 日 年第 45 談会に提案可決成

立した。この予定線は本州， 四国， 九州，北海道の各地にわた

り， 149 項( 178 線)延長約 10，218km をお:した。

イ 予定線の選定標準

上記の予定総は，明治 25 年以来剥査した 820 線約 31 ，300km

の線路から地勢， 交通系絡，地方産業の開発，闘防上の要求等

の諸条例ーを考慮して選ばれたものである。

かくて敷設法はその第 l 条で， L本邦ニ必主主ナノレ鉄道ヲ完成

スノレ為日本図有鉄道/敷設スヘキ予定鉄道線路ハ í)IJ表 ニ掲タノレ

所ニ依ノレ1 とうたい建設の候補線を掲げた。もっ とも地方の状

勢ならびに資源開発等， fi寺代の変遺に伴なう要請に応じ，この

JJ IJ表は議会の協賛を経た上で迫力uまたは削除することができる

とし t.:.。

(3) 最近の新線建設

ア H百和 26 年の鉄道敷設法改正 日本国有鉄道の設立によ

り，従来の鉄道wx設法による新級建設の主J!営に不都合が生じて

きたので ， 1Ii?，和 25 年 L 日本国有鉄道新級建設調査会1 を運輸省

に設置して，現在ならびに将来において鉄道の建設が国民の経

済活動に対してもつ意義を，交通政策の基本的な見地から調査

研究するとともに，新線建設の指定についての具体的な方法を

研究討議することとな った。

一方新級建設再IJ自要望の声が高まり ， 第 7 国会における鉄道

建設促進に関する決議をきっかけに，っさfの第 8 国会において

は新線建設資金政府出資が要望された。かくて昭和 26 年鉄道

敷設法は改正され ， 鉄道会議官制は鉄道建設若手議会にかわった。

イ ~級建設の事務手続

(ア)新線の調査 建設審議会または国会に提出して，線路の

紙製合説明する資料調整のための制査で， 予定線に追加する場

合， 予定線から建設線を選ぶ場合等にその候補線について行わ

れる。調査はまず土地形図による図上研究から行われ，つい
、 5万

で縮尺ニーの地形図を作成し線路を計画するが，この際地形地
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質的に見た工事の難易や， 工事授の算出を主眼とする。一方こ

の計画路線によって線路の経済調査をする。線路計蘭に当って

は，建設規程による線路種別を定めなければならない。既成線，

未成線は建設規程で線路種別が定まっているが， 予定線または

それ以前のものについては，そのつど失状にふさわしい線路極

5) IJを定めなければならない。線路極別は巡輸省の認可により確

定する。

(イ)鉄道建設審議会 予定線または建設線の候補線はまず運

輸大臣の諮問(しもん)後関である鉄道建設審議会に提出され，

そこで訓査審議される。予定線に追加する場合については，昭

しんせんけん

和27 ・ 7 第 6 回建設審議会で， 予定線に追加すべき線路選定の基

準と調査すべき追加候補 18 線の線名をあげている。その選定

基準はつぎのようなものである。

A 輸送系絡よその必要度の高いもの

B 地下資源， 電源，農林，水産資狐および~地の開発なら

びに産業の探興等国民経済上， 効果大なるもの

C 沿線勢力範凶の人口が多く ， その地方の政治 ・ 経済 ・ 文

化の向上に寄与する所の大なるもの

D 特別事前のなし、かぎり工事が比較的容易なもの

ついてJ これら候補線についての調査を遂げ， 昭和 28 ・ 2 第 9 回

の若手議会で 18 線のうち，予定線追加を適当 と認める 13 線の線

名を挙げて答申し， これを国会の議決を経て敷設法予定線と し

て月IJ表に追加l改正した。

(分予定線からの建設線の選定1Ii?，和 27 ・ 4 第 4 回鉄道建設

若手議会で建設線選定基準として，つぎの諸条件を提示している。

A 地下資源，電源， 農林，水産資源および良地の開発な ら

びに地方産業の振興等，国民経済上効果大なるもの。

B 輸送盆が多く，収支割合の良好なもの。

C 輸送系絡上の観点からみて， 重要度の高いもの。

D 特別の事情のないかぎり，未成総で， 経済速度をもって

比較的短期間に工事を完成し得るもの。

以上の滋準にしたがって候補線中から調査若手議し，建設に着

手すべき線路を選出して答申している。

(エ) 国会提出 国鉄として新線建設の計画が確定すると，予

算に組みこれを巡輸大臣 ・大蔵大臣を経て閣議決定の後， 国会

に提出し， 議決を経て初めて新級建設が実施されることになる。

鉄道の建設工事は普通その完成に数年を裂するもので，以前

はその線が完了するまでの継続予算を認められたが， 現在では

日本固有鉄道法によって， 一応は継続予算が認められているも

のの，事実上は単年度制jで， 毎事業年度ごとに区切られている。

前述の予定線追加事項は事務的には， 同一国会で予定線追加と

並行して予算を提出する場合と ， ある国会で予定線に追加し，

後の国会で予算を掲上する場合とが生ずる。

(オ)認可申請 以上の国会関係の諸手続は運輸省所管である。

国会を通過すると 国鉄総裁は建設工事の認可申請を運輸大臣に

提出し，その認可書が下りて初めて工事に着手できる。認可申

誇容にはつぎの書類が添付される。理由香 ・ 線路概要 ・ 線路平

面図(縮尺ム)
5力

l1J!由惑は ， その線路の起終点の位置 ・ 延長 ・ 敷設法予定線で

あること ・ 工事関係 ・ 輸送関係すなわち沿線の資源に言及し，

その建設が必要な理由を記述する。

線路概要は始点・経過地 ・ 終点 ・ 延長 ・ 線路種別 ・ その他 ・

建設'l'l.予算(総額 ・ 1km 当り ・ 当年度予算) ・ 工事予定〔着手・

竣工)を記し，また椛定輸送量すなわち年間貸客輸送数量と主

要産物ならびに地方鉄道または軌道との関係等説明をする。ま

た平雨図はム地形図に線路を記入し， 予定駅は選定済区間の
5万

ものだけを記入する。

初) 工事施行から開業主で 線路の建設が定まって予算が確

定すると，以後は国鉄部内で定められた手続によ って仕事を進

め，工事完成とともに竣工(しゅんこう)監査を行って開業する

ことになる。

国鉄で定められた手続きの順序( ホ 建設線路選定具申手続)A

計画打合(平面は土地形図) B 地形測量トムー) c設計
;5万 句 、 , 2.500 } 

打合 D 突ìJl~ ( 平面図 "~A ) E 設計伺(総裁認可) F 施,. '~ - 500J 

工打合 G 工事施行(主として請負工事)H 竣工監査(国

鉄の監査官) I 開業。
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